
「しまねっ子 すくすくプラン（後期計画）」の平成24年度末における進捗状況

　「しまねっ子　すくすくプラン」における施策概要 平成24年度末における進捗状況 実施主体

20or21年度 → 26年度

基本理念Ⅱ　安心して子どもを生み・育てることができる環境の整備

基本施策４　子どもと親の健康の確保

４－①　母子保健等の充実

◇お産あんしん
ﾈｯﾄﾜｰｸ事業

H22～H26年度

総合・地域周産期
母子医療センター
の機能強化と維
持

Ｈ22
3

→ Ｈ26
3

3 3
目標を達
成した

平成18年1月1日に、島根県立中央病院を
総合周産期母子医療センターに指定した。

引き続き、高度専門的な周産期医療を効果
的に提供する体制の整備を進め、安心して
子どもを生み育てることができる環境づくり
を進める必要がある。

健康推進課

健康推進課

健康推進課

4ヶ月健診の受診
率

Ｈ19
96.2%

→
Ｈ26
97%

97.0% 97.4%

1歳6ヶ月健診の
受診率

Ｈ19
93.7%

→ Ｈ26
97%

97.0% 96.6%

3歳児健診の受診
率

Ｈ19
93.1%

→ Ｈ26
97%

97.0% 95.1%

◇育成医療・療育
給付

H22～H26年度 - - - - - - - 円滑な給付に努めている。 円滑な給付に努める。 健康推進課

◇長期療養児の
生活支援

H22～H26年度 - - - - - - -
相談指導や訪問指導、親子交流会を継続し
て実施している。

引き続き、支援の充実に向けて取組を進め
る。

健康推進課

◇食育の普及啓
発

H22～H26年度 研修会参加者数
H20

715人
→

H26
715人

(現状維
持)

715人 539人

遅れてい
るが、目
標年度に
は回復可
能

地域で活躍する食育推進団体等を対象に、
食育の普及に関する研修会や団体間の交
流会を実施している。近年、食育について
の関心の高まりが見られる。

食育の輪を未来につなぐため、庁内関係部
局はもとより食育推進母体である島根県食
育・食の安全推進協議会関係団体との連携
により、食育の推進に関する啓発活動及び
実践活動を重層的に展開するとともに一般
県民への普及の推進に努める。

健康推進課

４－②　不妊治療対策の充実

◇不妊専門相談
事業の実施

H22～H26年度 相談件数
H20

368件
→ H26

400件
- 190件

遅れてい
るが、回
復可能

相談方法はメール相談が最も多い。
引き続き事業の周知に努める。効果的なＰ
Ｒ方法に検討が必要である。

健康推進課

◇特定不妊治療
費の助成（再掲）

H22～H26年度 - - - - - 799 -

平成17年度から事業を開始し、平成19年度
からは制度を拡充し助成件数も増加してい
る。
平成24年度　助成件数799件

引き続き事業の周知に努める。効果的なＰ
Ｒ方法に検討が必要である。

健康推進課

４－③　小児医療の充実

◇小児医療の充
実

H22～H26年度
15歳未満人口10
万人に対する小
児科医の割合

H20
101%

→ H26
101%

- 113%
順調であ
る

複数の医療圏域で、地域の病院・診療所等
の小児科医師や内科医師等を対象に、小
児救急地域医師研修を実施し、小児救急医
療に関する理解が深まった。
また、小児救急電話相談は年間2,116件寄
せられており、平日夜間や休日の保護者の
不安解消に寄与した。

今後も継続的に実施することにより、小児
救急医療体制の補強及び質の向上につな
げていきたい。

医療政策課

◇小児慢性特定
疾患治療研究事
業の実施

H22～H26年度 - - - - - - -

平成24年度末受診券所持者数　652名
平成23年度未受診券所持者数　662名
平成22年度末受診券所持者数　643名
平成21年度末受診券所持者数　630名
平成20年度末受診券所持者数　628名

引き続き、医療費の一部を負担し支援を継
続する。

健康推進課

進捗
状況

進捗状況に関するコメント 今後の見通し、25年度の取組方針等 担当課

健康推進課

4か月児健診は目標を達成し、1歳6か月児
健診・3歳児健診は目標に向かって向上した。
各市町村においては、受診勧奨に併せて、魅
力的な健診体制や未受診児の把握等に力を入
れている。

受診率向上をめざし、母子保健関係者等に
よる受診勧奨を強化するとともに、引き続き
未受診児の把握が100％できるよう活動を
推進する。

低出生体重児の出生割合や在宅で医療的
ケアを必要とする児が増加し、医療機関や
関係機関と地域の連携による支援がますま
す必要になってきており、連携体制の推進
に努めている。
医療機関からの連絡票による情報提供は
定着してきており、ケース連絡会等の効果
的な開催が必要である。
また、未熟児養育医療費給付については、
円滑な給付及び本人からの費用徴収に努
めている。

引き続き医療機関からのタイムリーな情報
提供や、ケース連絡会等の効果的な開催に
より、支援を推進する。
また、未熟児養育医療費給付については、
円滑な給付及び本人からの費用徴収に努
める。

◇未熟児等ハイリ
スク児対策の充実

◇乳幼児の疾病
予防・早期発見

H22～H26年度
順調であ

る

H22～H26年度 - - -- - - -
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